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Ⅰ. 概 況 

 

2020 年度は、新型コロナウィルスのパンデミックに世界中が翻弄された。東京五輪・

パラリンピックの開催は延期され、我が国のみならず、世界中の人々が目に見えない不

安と恐怖、疑心暗鬼の日々を送った。未曽有の危機にさらされ、不確実性の高まった中

で、人々は正しい情報を求め、当財団は正確かつ迅速にそのニーズに応えるとともに、

安寧と時には癒しを与える情報を多言語で発信し続けた。 

多言語情報発信サイト「nippon.com」運営用のコンテンツマネジメントシステム

（CMS）にもさらなる改良を加えるなど、ニッポンドットコムの改革に引き続き取り

組んだ。 

多言語情報発信サイト「nippon.com」の制作・運営のために日本財団からは 2020

年度助成金 644,000 千円を得た。前年度に全言語で移行を完了した新システムについ

て、従来は別システムを用いていた記事情報、編集・翻訳スケジュール、原稿料・翻訳

料支払いなどの各種管理機能を追加した。また、サイトの速報性を高めるため、FNN（フ

ジテレビ系列）、共同通信、ロイター通信のニュース掲載を開始し、新システムでこれ

らの外部コンテンツを自動で受信する機能も整備した。 

コンテンツの充実、SNS や他のサイトとの連携強化による多彩な発信などにより、

サイトのさらなる充実・強化を図った結果、月間アクセス数は全言語合計で歴代 1 位を

達成し、Yahoo ニュース等他媒体掲載分を含めたアクセス数も歴代 1 位を記録した。 

収益事業は新型コロナウィルス感染拡大の影響を大きく受け、社内コミュニケーション

を中心に取材数が減少、特に動画取材は感染拡大予防のためほとんど行われなかった。その

結果、2020 年度は約 9,223 千円の赤字、公益目的事業会計へ繰り入れはできなかった。当

期一般正味財産額は法人事業税の均等割りを計上した結果、約 9,293千円の減少となった。  
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Ⅱ．公目的事業（nippon.comの制作運営）について 

１．ウェブによる発信について 

 

2020 年度は、月平均が 6,172,298PV と 600 万 PV を超えた。また、2020 年 5

月のひと月のアクセスが 8,965,975PV となり、過去最高の PV 数を達成。Yahoo!や

Himalaya など、他の媒体を通じた記事へのアクセス数も好調で、月平均が初めて

8,700,000PV 超となった。 

 

2020 年 3 月から若手の台湾出身の記者が編集部・繁体字版に加わり、自ら取材し

て記事を執筆したり、ニュースを日々翻訳したりと、精力的に取り組んでいる。機動

的にコンテンツを制作・公開する態勢を強化した。 

この 1 年、新型コロナに関する記事を数多く、日本語・多言語で発信してきた。特

に「都道府県別コロナ感染者数」の記事は、2020 年 2 月から現在に至るまで毎日、

日本語で情報更新を続け、多言語でも翻訳発信し、サイト全体でロングヒット記事と

なった。 

この他、米中関係や軍事・安全保障などをテーマに、有識者から寄稿してもらい、

日本語・多言語で発信したところ、国会議員や防衛省、外務省関係者、米軍関係者や

台湾当局から直接、筆者宛てに反響が寄せられた。世界的に注目される事象の記事が

日本及び海外の読者に届いていることを実感した。 

nippon.com 英語記事が大学入試問題に使用されるケースが増加している。教育関

係者の間で nippon.com 英語記事への信頼度が高まっているのではないかと思われ

る。 

他メディアへの掲載については、引き続き「Yahoo! JAPAN」をはじめ、中国大陸

の「Himalaya（ヒマラヤ）」、台湾の「Yahoo! 」への配信は継続しながら、積極的に

新しい媒体との連携を行った。今年度は新たに、台湾のニュース・論壇メディア「風

傳媒」と「The News Lens」に記事配信を開始。また、アラブ首長国連邦に本拠地を

置くニュースサイト「アル・アイン・ニュースポータル」との編集協力も継続してお

り、nippon.com アラビア語の記事配信を引き続き行っている。 
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（１）発信記事数データ 

 

2020 年 4 月～2021 年 3 月（単位：本） 

カテゴリ 日本語 英語 簡体字 繁体字 フランス語 スペイン語 アラビア語 ロシア語 計 

In-depth 160 128 78 54 80 70 109 47 726 

Topics 832 160 110 199 134 382 104 89 2010 

People 6 4 4 2 11 2 3 1 33 

Japan Data 284 255 151 105 99 189 112 141 1336 

Japan Images 3 3 1 1 3 3 2 4 20 

Japan Glances ニッポン入門 2 0 1 4 2 0 0 3 12 

Japan Glances 日本一瞥 0 0 49 0 0 0 0 0 49 

Blog 0 5 0 0 9 5 4 2 25 

旅と暮らし 85 62 40 54 33 125 21 46 466 

映像 14 6 0 5 2 14 2 39 82 

日本の出来事（Japan Timeline） 12 12 12 0 12 12 12 12 84 

News 時事通信 5,034 5,034 66 444 136 387 749 654 12504 

News 動画、写真ニュース 617 3 1 185 75 33 4 115 1033 

News FNN 16,005 19 208 518 122 19 83 278 17252 

News THE PAGE 231 2 1 3 2 1 0 4 244 

News NTV 0 831 0 0 0 0 0 0 831 

News 共同通信 9,448 828 481 481 0 0 0 0 11,238 

News 全国郷土紙連合 84 1 0 0 0 0 0 0 85 

News ロイター通信 910 569 2 2 12 42 106 23 1,666 

News その他 13 69 4 4 9 6 11 4 120 

計 33,740 7,991 1,209 2,061 741 1,290 1,322 1,462 49,816 
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（２）アクセス状況 

① nippon.com 本体と各サイト総合指数 
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②全言語合計 
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④ 日本語アクセス状況 
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⑤ 英語アクセス状況 
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⑥ 簡体字アクセス状況 

 

 

 

  



10 / 19 

 

⑦ 繁体字アクセス状況 
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⑧ フランス語アクセス状況 
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⑨ スペイン語アクセス状況 
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⑩ アラビア語アクセス状況 
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⑪ ロシア語アクセス状況 
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（３）外部配信 

 ① Yahoo! 

nippon.com への流入効果が最も高い Yahoo!に、nippon.com オリジナルの最新

記事ほぼ全てを定期的に配信した。年間合計 PV は 16,446,728、6 月には当年度最

高の 1,847,289PV を記録した。 

 

 ② YouTube 

nippon.com の YouTube チャンネルにおいて、日本語版 13 本、英語版 6 本

を配信した。その他の言語では、英語版の動画を記事に埋め込み視聴可能とした。 

 

  ③ Himalaya 

 中国大陸で人気の音声プラットフォーム「Himalaya（ヒマラヤ）」に中国語・簡

体字の記事を音声化したコンテンツを配信し、中国の読者層拡大を目指した。昨年

度に引き続き配信を行っているが、再生数に関して減少傾向にある。中国の内政情

勢が影響していると思われるので、慎重に実情を見据えていきたい。 

 

④ 客観日本 

前年度に引き続き、国立研究開発法人科学技術振興機構が中国語で発信して

いるウェブサイト「客観日本」に、中国語・簡体字の記事を転載し、記事を拡散

した。新しい試みとして、同機構の日本人スタッフにエッセイを寄稿してもらい、

その原稿を nippon.com サイト上で中国語や日本語だけでなく、英語やアラビ

ア語に翻訳して発信するなど、良質なコンテンツを協力して制作した。 

 

   ⑤ ヤフー台湾 

 2019 年 3 月に始まった nippon.com 繁体字の記事をヤフー台湾ニュースへ

転載する試みについて、継続して 20 年度も行った。2020 年 12 月に転載した

「若者に LINE 離れ？国内最新 SNS 事情」や同年 4 月に転載した「人気犬種、

トイプーが 11 連覇」が良く読まれた。 

 

⑥ 風傳媒 

2020 年 1 月から転載協力体制を始めた、台湾有数の論壇メディア「風傳媒」への

転載を継続して行った。2020 年 8 月に転載された「日本人は『ビール的なもの』が

好き！酒類販売数量の推移」、21 年 2 月に転載された「東沙島周辺で高まる緊張感」

が「風傳媒」で広く読まれた。 

 

⑦ The News Lens 

台湾の時事ニュースサイト「The News Lens」と、2020 年 4 月から転載協力体制

を開始した。2020 年 4 月に転載された「下着の色まで規定！？：生徒も教師も追い
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詰めるブラック校則」、同年 7 月に転載された「早く台湾に行きたい！新型コロナで

日本の台湾ファン『哈台族』に台湾ロスの危機」が同媒体で人気の記事となった。 

 

２．企画会議等の開催 

 

2020 年度も引き続き、nippon.com オリジナル記事の企画を検討する「週間コンテ

ンツ会議」を毎週開催した。このほか、外部有識者らで構成する編集企画委員会も隔月

で開催した。両会議とも新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、オンライン形式

で実施した。 

 

（１）週間コンテンツ会議 

毎週、5〜10 本程の企画提案があり、企画の重複の調整やコンテンツ化する際の視点

の検討、転載記事の場合は著作権の確認等を行った。企画決定後に、財団内で取材・執

筆を行うか、もしくはジャーナリスト、学識経験者などその企画について専門的な知見

をもつ執筆者を選定して原稿を依頼した。 

 

（２）編集企画委員会 

昨年度に続き、有識者、学識経験者を委員とする編集企画委員会を隔月で開催した。

主に「in-depth（時評、論文系のコンテンツ）」の企画について検討した。 
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Ⅲ．収益事業（民間受注について） 

 

当財団では、企画・編集から取材・執筆・翻訳までトータルにコンテンツを制作する案件

を中心に、スチール撮影や動画制作などのメディア制作も受注した。 

 

主な事業 

●凸版印刷株式会社 

日立／「日立サステナビリティレポート 2019」 

三井物産／社内報「MBK LIFE」 

 

●E-グラフィックス コミュニケーション株式会社 

日産／社内イントラ「WIN」 

日産／社内報「Nissan News」 

日産／社外向け WEBサイト「日産ストーリーズ」、及び社外向け IR WEBサイト 

三菱自動車／社内報および社内イントラ 

 

●駐日欧州連合代表部／広報 WEBサイト『EU MAG』 

 

その他 

日立製作所、メディアジーン など 
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Ⅳ.管理業務 

 

１．理事会 

理事会は、次のとおり 6 回開催した。 

 

（1） 2020 年 4 月 28 日（火） 

ｲ） 開催場所 書面による同意 

 

（2） 2020 年 6 月 8 日（月） 

ｲ） 開催方法 ニッポンドットコム会議室 

 

（3） 2020 年 6 月 23 日（火） 

ｲ） 開催方法 ニッポンドットコム会議室（Web 併用） 

 

（4） 2020 年 6 月 26 日（金） 

ｲ） 開催場所 ニッポンドットコム会議室（Web 併用） 

 

（5） 2020 年 10 月 26 日（月） 

ｲ） 開催場所 ニッポンドットコム会議室（Web 併用） 

 

（6） 2021 年 3 月 16 日（火） 

ﾛ） 開催場所 ニッポンドットコム会議室（Web 併用） 

 

２．評議員会 

評議員会は、次のとおり 1 回開催した。 

（1） 定時評議員会 

ｲ） 開催日時 2020 年 6 月 26 日（金） 

ﾛ） 開催場所 ニッポンドットコム会議室（Web 併用） 
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Ⅴ．事業報告の附属明細書 

2020 年度事業報告には、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則第 34

条第 3 項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」は存在しない

ので作成しない。 

 


